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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
と
き
や
、
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
国
保
を
や
め
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

【
国
保
へ
加
入
す
る
と
き
】
※
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
な
ど

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離
職
証
明
書

【
国
保
を
や
め
る
と
き
】
※
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど

・
国
保
と
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
保
険
証

▼
注
意

・
国
保
の
加
入
日
は
、
手
続
き
を
し
た
日
で
は
な
く
、
今
ま
で
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で
す
。
届
け

出
が
遅
れ
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
も
加
入
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
１
回
の
支
払
い
額
が
高
額
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
後
に
、
国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
て

診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
受
診
中
に
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
に
申
し

出
て
、
新
し
い
保
険
証
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
国
保
担
当（
内
線
２
７
１
・
２
７
２
・
２
７
３
）

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
初
期
症
状
は
分

か
り
づ
ら
く
、
気
付
い
た
と
き
に
は
立
ち
枯
れ
て
、
強
風
で
倒
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
心
配
の
方
は
、
造
園
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
園
担
当
☎
５
５
０―

１

　

５
５
０

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
は
お
早
め
に

高額な外来診療を受ける方へ
　4月1日から、高額な外来診療を受けたときに「認
定証(限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減
額認定証)」と「被保険者証」を提示すれば、１カ所
の医療機関における、1カ月の窓口医療費負担が一定
額(自己負担限度額)までとなります。
　なお、すでに「認定証」をお持ちの方は、改めて
交付の手続きをする必要はありません。

母子家庭高等技能訓練促進費
などを支給します

　母子家庭の母親が、就職の際に有利で、生活の安定
に役立つ資格を取得することを目的に養成機関で修業
する場合、母子家庭高等技能訓練促進費を、また、訓
練修了後に入学支援修了一時金を支給します。必ず受
講前に相談してください。

▶対象　市内に住所を有する母子家庭の母親で、次の
すべての要件に該当する方
・児童扶養手当の支給を受けている方、または同様

の所得水準にある方
・対象資格を取得するために、養成機関で2年以上

のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込
まれる方

・働きながら修業するまたは育児をしながら修業す
ることが困難であると認められる方

・過去に高等技能訓練促進費の支給を受けたことが
ない方

▶対象資格　看護師、准看護師、理学療法士、作業療
法士、介護福祉士、保育士など

▶支給対象期間
 【高等技能訓練促進費】修業訓練の全期間支給 ※支

給期間の上限は3年 
 【入学支援修了一時金】養成機関のカリキュラムを修

了した場合に支給
▶支給額
 【高等技能訓練促進費】 
　・市町村民税非課税世帯　月額 100,000円
　・市町村民税課税世帯　　月額   70,500円
 【入学支援修了一時金】
　・市町村民税非課税世帯  　　    50,000円
　・市町村民税課税世帯               25,000円
▶その他　必要書類などは面接時に説明します。
▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線

262）

注１　非課税世帯とは、世帯主と国民健康保険被保険者の市
　　　民税が非課税の世帯のことをいいます。

▶認定証交付申請に必要なもの　
 【国民健康保険被保険者】国民健康保険被保険者証、
　印鑑(朱肉を必要とするもの)
 【後期高齢者医療被保険者】後期高齢者医療被保険
　者証
▶問い合わせ　国民健康保険被保険者は保険年金課
　国保担当(内線271･272･273)
　後期高齢者医療被保険者は同課医療担当(内線226
　・227)

あ
な
た
の
庭
に
あ
る
松
の
木
、大
丈
夫
で
す
か
？

被保険者証
の種類 外来診療受診者 事前の

手続き
病院・薬局
などで

国民
健康保険

70歳未満の方
(国民健康保険税の滞納
がない世帯に限る)

認定証の交
付を受ける

被保険者証と認
定証を提示

非課税世帯(注1)
の70歳以上75歳
未満の方

認定証の交
付を受ける

被保険者証、高
齢受給者証およ
び認定証を提示

非課税世帯でない
70歳以上75歳未
満の方

―
被保険者証と高
齢受給者証を提
示

後期高齢者
医療

世帯全員の市民税
が非課税の方

認定証の交
付を受ける

被保険者証と認
定証を提示

世帯全員の市民税
が非課税でない方 ― 被保険者証を提

示
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本
市
で
は
、
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確

保
し
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
暴
力
団
排
除
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
条
例
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
条
例（
案
）を
公
表
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

３
月
12
日
㈪
～
４
月
11
日
㈬

▼
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
安
全

　

課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　

記
の
う
え
、
同
条
例
に
対
す
る
意
見
を
記
入

　

し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
持
参
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１―

８
６
０
１  

行

　

田
市
本
丸
２―

５　

行
田
市
防
災
安
全
課

 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６―

２
１
１
７

 

【
Ｅ
メ
ー
ル
】bosai@

city.gyoda.lg.jp

▼
そ
の
他　

意
見
提
出
に
係
る
個
人
情
報
は
、

　

本
業
務
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
の
原
稿
の
返

　

却
お
よ
び
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
防
犯
対
策
担
当
（
内
線

　

２
８
３
）

会
員
に
な
っ
て
、
生
き
が
い
、
仲
間
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か

　

長
年
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
、
健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し

た
い
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
の
方

▼
入
会
説
明
会　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
10
時

か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
13

―

24
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
仕
事
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
任
せ
く
だ

さ
い

【
仕
事
例
】
刃
物
研
ぎ
、

植
木
の
剪せ

ん
て
い定

、
除
草
作
業
、

屋
内
外
の
掃
除
、
ふ
す

ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り

替
え
、
簡
単
な
大
工
仕
事
、

塗
装
、
植
木
の
散
水
作
業

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６

　

―

５
２
２
１

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を

行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

品
物
は
無
料
で
、
登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。

な
お
、
規
格
や
大
き
さ
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
Ａ

型
・
Ａ
Ｂ
型
）
▽
食
器
棚　

▽
歩
行
器
（
乳
児

用
）
▽
テ
ー
ブ
ル　

▽
ひ
な
人
形　

▽
五
月
人

形　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
フ
ラ
ン
ス
人
形

▽
応
接
セ
ッ
ト

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
大
人
・
折
り
た
た
み
）
▽
テ
レ
ビ

（
地
デ
ジ
・
液
晶
）
▽
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
（
後
用
）
▽
電
子
オ
ル
ガ
ン　

▽
電
子

レ
ン
ジ　

▽
電
気
洗
濯
機　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー

（
Ａ
Ｂ
型
）
▽
物
置　

▽
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ

コ
ー
ダ
ー
（
Ｍ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）
▽
こ
た
つ　

▽
彫

刻
刀
セ
ッ
ト　

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ　

▽
電
気
ス

ト
ー
ブ　

▽
電
気
冷
蔵
庫　

▽
大
工
道
具
（
電

動
）
▽
桐
た
ん
す　

▽
電
気
炊
飯
器
（
小
）
▽

子
ど
も
用
自
転
車
（
男
児
用
17
イ
ン
チ
・
女
児

用
18
イ
ン
チ
）
▽
人
体
模
型
（
洋
裁
・
和
裁
）

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５

　

５
６―

９
５
３
０
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

０

　

７
９
２

不
用
品
情
報

行
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
案
）
に

つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

鉄剣マラソン大会開催に伴い
市内循環バスを一時運休します

　４月１日(日)は、
第28回行田市鉄剣
マラソン大会開催に
よる交通規制のため、
市内循環バスの観光
拠点循環コースの第
1便から第３便およ

び東循環コースの第１便から第４便を運休しますので、
ご理解・ご協力をお願いします。　
　また、南大通り線コースは、停留所の一部が休止と
なりますのでご注意ください(そのほかの便およびコー
スは通常運行となります)。

便　　名 出発時間

第１便 　７：５０

第２便 　９：０５

第３便 １０：４０

  ▶運休
【観光拠点循環コース】
  出発場所：ＪＲ行田駅

便　　名 出発時間

第１便 　７：００

第２便 　８：１５

第３便 　９：５５

第４便 １１：１０

【東循環コース】
  出発場所：行田バスターミナル

便　　名 休止停留所 時　　刻

上り 警察署前 　９：３６

  ▶停留所休止
【南大通り線コース】
  出発場所：工業団地

　※下りについては、通常通り運行します。

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

おとなの健康
健康相談（申し込み不要・予約者優先）　
　日　　時　4月11日（水）午前10時～11時　
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　4月11日（水）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

※いずれも場所は保健センターです。また、随時、電話で
　の相談も受け付けます。

  休日急患診療子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　3月26日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成23年12月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　4月10日（火）午後1時30分～2時
　　対　　象　平成23年12月16日～平成24年1月9日生ま

　れのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん(6カ
　月未満)は、この機会に受けてください。

ポリオ予防接種　
　受付日時　4月9日（月）午後1時30分～2時　
　対　　象　平成23年1月・2月生まれのお子さん
　　　　　　 ※対象児以外で、まだ受けていないお子さん

(７歳６カ月未満)は、この機会に受けてくだ
さい。なお、ワクチンの準備などがあります
ので、事前にご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　4月10日（火）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　4月10日（火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成23年10月15日～11月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い
　合わせください。
 ・行田中央総合病院 ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院 ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署 ☎550－2123
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
　窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 3月18日（日) 行田中央総合病院  4月  1日（日) 行田中央総合病院

 3月20日（火) 壮幸会行田総合病院  4月  8日（日) 壮幸会行田総合病院

 3月25日（日) 壮幸会行田総合病院  4月15日（日) 行田中央総合病院

犬の飼育マナーを守りましょう
 「犬の鳴き声がうるさい」「犬のふんが放置されて困る」
「犬が放し飼いになっている」といった苦情が多数寄せら
れています。
　埼玉県は「埼玉県動物の保護及び管理に関する条例」が、
行田市では「行田市愛犬条例」が定められており、動物の
鳴き声やふんの始末、動物の係留(鎖やひもでつないでおく
こと)が盛り込まれています。過ごしやすいまちをつくるた
めに、飼い主一人ひとりがマナーを守って飼育しましょう。

犬の登録・集団狂犬病予防注射
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注
射を毎年受けさせることが法律で義務付けられていま
す。登録をしていない方は、登録と狂犬病予防注射を
済ませましょう(故意に登録や注射をしない場合は、罰
則が定められています)。
　なお、登録済みの場合は、予防注射の案内はがきを
郵送しますので、必ず会場にお持ちください。

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

 4月  6日（金) 下忍公民館  4月18日（水) 忍・行田公民館

 4月  9日（月) 保健センター  4月19日（木) 星河公民館

 4月10日（火) 持田公民館  4月20日（金) 星宮公民館

 4月11日（水) 須加公民館  4月23日（月) 南河原支所

 4月12日（木) 埼玉公民館  4月24日（火) 太井公民館

 4月14日（土) 保健センター  4月25日（水) 荒木公民館

 4月17日（火) 太田公民館  4月26日（木) 北河原公民館

受付時間　午前９時30分～11時(雨天実施)
費　　用 【注射のみ(登録済みの方)】3,300円(ワクチン代
　　　　　　2,750円+注射済票発行手数料550円）
　　　　 【登録および注射】6,300円(上記3,300円+
　　　　　 登録手数料3,000円)
　　　　 【登録のみ】3,000円
そ の 他　・会場には、飼い犬に慣れた方が連れてきてく
　　　　　　ださい。
　　　　   ・飼い犬が死亡している場合は、死亡届を提出して
　　　　　　ください。なお、当日会場でも受け付けます。
　　　　   ・釣り銭のないようにしてください。
　　　　   ・会場で発生した盗難、咬

こうしょう

傷などの事件・事故
　　　　　　などについて、市は一切責任を負いかねます。



■2012.3.1  ■行田市役所／TEL556ー1111

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   3月27日㈫  ※次回4月24日㈫の予約は 
  4月2日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   3月19日㈪、4月2日㈪　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   3月18日㈰、4月6日㈮・15日㈰　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  3月15日㈭・16日㈮・19日㈪・22日㈭・23
  日㈮・26日㈪・27日㈫・29日㈭・30日㈮、  
  4月2日㈪・3日㈫・4日㈬・5日㈭・6日㈮・
  9日㈪・10日㈫・11日㈬ ・12日㈭・13日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

相続、遺産、離婚、
日常生活の困り事 市役所   4月11日㈬　※予約制   午後1時〜4時50分

（受け付けは午後1時〜4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554ー2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  3月15日㈭・24日㈯・29日㈭、　
  4月5日㈭・14日㈯　   
  ※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます 

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   3月16日㈮・23日㈮・27日㈫・30日㈮、　
  4月3日㈫・6日㈮・10日㈫・13日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   4月11日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   3月21日㈬　   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   3月25日㈰、4月1日㈰　 　　   午前8時30分〜正午 水道課
☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   3月27日㈫、4月3日㈫・10日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （3月15日〜4月15日）
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
3月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪、
4月2日㈪・3日㈫・9日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶日　　時　4月14日（土）午後2時
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　4月13日（金）午後2時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム　
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　3月17日（土）午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　王様の耳はロバの耳  ほか(計46分)
▶定　　員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布します。
▶日　　時　3月22日(木) 午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

・海に降る(朱野帰子)
・幻影の星(白石一文)
・まちがい(辻仁成)
・人魚はア・カペラで歌ふ(丸谷才一)
・しんせつなかかし(ウェンディ・イートン／作、篠崎三朗
　／絵、おびかゆうこ／訳)

▶日　　時　3月21日（水）午前10時30分〜11時　　
▶内　　容　絵本やパネルシアターなど
▶対　　象　2・3歳児と保護者

▶日　　時　3月24日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど　　
▶対　　象　幼児
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　4月7日（土）午後2時
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶対　　象　幼児・小学生　　
▶主　　催　おはなしの会

主な新着図書

定例子ども映画会

おはなし会

ブックスタート

読み語りの会
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村野武範さんのユーモア溢れるトークで
会場は笑いの渦に

　郷土博物館で、４月1日まで開催している博学連
携展示「むかしのくらし」。この催しは、小学３年生
の郷土学習授業に合わせて、明治時代から昭和時代
までの暮らしを紹介するもので、２月14日、泉小学
校の児童が同館を訪れました。
　昔の家の部屋を再現したブースや生活道具が紹介
されている展示室では、普段見ることができない展
示品に興味津々。ベーゴマやけん玉など昔のおもちゃ
遊びも体験しました。
　見学に訪れた児童たちは、「とても楽しかった」「春
休みになったら、また来たい」と感想を述べるなど、
とても充実した体験授業となりました。

　１月25日、行田保育園でお茶と触れる会が行われました。
　講師の指導の下、「お茶を出す」「お茶を飲む」というそれ
ぞれの作法を、たどたどしい手つきで一生懸命学んだ園児た
ち。紅梅を模した和菓子や、梅が描かれた茶碗で味わうお茶
のおいしさに、満足そうな表情を浮かべていました。

昔の暮らしを体験

趣ある日本の伝統文化に触れて

上田知事のとことん訪問

　２月15日、上田埼玉県知事が県内各地を巡り、直
接県民と意見交換する「とことん訪問」が行われました。
　初めに知事が訪れたのは、株式会社風憩セコロ関東
工場。太陽光を利用したソーラー照明灯や防犯・災害
に対応した製品などを開発・生産している同社に強い
関心を示していました。その後、行田在来青大豆商品
開発・販売促進協議会を訪問し、青大豆を使ったパス
タ料理や魚介料理など１１品ものコース料理を試食。
知事は「行田の魅力を食から発信してほしい」と青大
豆関連食品に大きな期待を寄せていました。

　２月５日、「みらい」文化ホールで「みらい文化講演会 村野武
範『健康と旅』講演会」が行われました。
　この催しの講師として招かれたのは、料理番組「くいしん坊！
万才」の７代目レポーターとして活躍した村野さん。不摂生な
生活を送ったことから体調を崩した自身の体験を語り、健康な
体づくりへの取り組みを紹介してくれました。また、ドラマの
撮影現場や同料理番組の裏話など、村野さんのユーモア溢れる
トークに会場は笑いの渦に包まれていました。
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手作りのおひな様に笑顔

日ごろの成果を十分に発揮

　２月４日、桃の節句に先駆け、児童センターでひ
な人形作り紙粘土教室が行われました。
　参加した15組の親子は、色付けされた紙粘土で
着物を着せたり髪を付けたりして、協力しながら男
びなと女びなを作成していました。「かわいくでき
た」と満面の笑みでひな人形を見つめる子供たちの
姿に、保護者の顔もほころんでいました。

　１月28日、グリーンアリーナで第23回なわとび大会
が開催され、小学生３６７人が参加しました。
　この大会は風邪に負けない体力づくりなどを目的に
開催されるもので、あや跳びや二重跳び、時間跳びなど
計９種目の競技が行われました。参加した児童たちは、
１回でも多く跳ぼうと気合い十分。交差跳びでは大会
新記録が出たり、時間跳びでは45分間も跳び続けるな
ど、日ごろの練習の成果を発揮していました。
　また、団体の部では、長縄を使った競技が行われ、出場
した子供たち全員が心を一つにして跳んでいました。

　２月２日、市役所玄関前で消防車両引渡し式が行わ
れました。
　今回、新しくポンプ車を引き渡されたのは北部第
12分団。工藤市長からメモリアルキーを受け取った
後、分団員の皆さんは引き締まった表情で、新しいポ
ンプ車に搭載されている機能の説明を受けていまし
た。同分団に引き渡されたこのポンプ車が、安心・安
全な地域づくりの強い味方になることでしょう。

　１月28日、桜町の二桜商和会に「気仙沼のさかな
屋さん」がプレオープンしました。
　ＮＰＯ法人さくらメイトとＢ級ご当地グルメ団体
「気仙沼ホルモン同好会」が連携して運営するこの店
には、商店街の活性化と被災地復興の願いが込められ
ています。三陸沖で水揚げされた新鮮なメカジキやタ
ラなどが格安で手に入るとあって、大勢の客でにぎわ
いました。

安心・安全な地域づくりに
強い味方が登場

気仙沼直送の
新鮮な海の幸を販売
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今
月
は
第
26
回
私
が
み
つ
け
た
「
埼
玉
の
自
然
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
以
下
コ
ン
テ
ス
ト
）
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
小
山
憲
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
山
さ
ん
が
本
格
的
に
写
真
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

高
校
卒
業
後
。
念
願
の
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
購
入
し
、

わ
く
わ
く
し
な
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ら
フ
ァ
イ
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ダ
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ぞ
く
と
、
そ

こ
に
は
普
段
見
慣
れ
た
景
色
と
は
ま
っ
た
く
別
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
す
っ
か
り
カ
メ
ラ
の
と

り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
小
山
さ
ん
は
、
仕
事
が
あ
る

日
で
も
朝
早
く
起
床
し
、「
相
棒
」（
カ
メ
ラ
）
を
片
手
に
、

近
所
の
風
景
や
草
花
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。
趣
味

と
し
て
写
真
を
楽
し
ん
で
い
た
小
山
さ
ん
で
す
が
、
自

分
の
カ
メ
ラ
マ
ン
魂
に
火
を
つ
け
る
作
品
が
目
の
前
に
。

あ
る
カ
メ
ラ
雑
誌
を
見
て
い
る
と
、
大お

お

賀が

蓮は
す

の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
の
近
所
に
は
古
代
蓮

が
咲
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
私
も
こ
ん
な
風
に
う
ま

く
蓮
を
撮
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
の
写
真

ク
ラ
ブ
「
寫し

ゃ

壇だ
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太
陽
」
に
30
歳
の
と
き
に
入
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。
プ

ロ
の
写
真
家
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
モ
デ
ル
や
風
景
、

ま
ち
の
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
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の
撮
影
に
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週
臨
み
、
撮
影
技
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や
被
写
体
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ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

な
ど
、
プ
ロ
の
技
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
体
験
を
通
じ
て
、
小
山
さ
ん
は
「
自
分
が
感
じ
た

も
の
を
よ
り
強
く
表
現
し
、
伝
え
て
い
く
写
真
を
撮
ろ

う
」
と
意
識
す
る
よ
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に
な
っ
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で
す
。

　

初
め
て
応
募
し
た
埼
玉
県
展
で
入
選
し
、
そ
の
後

も
数
多
く
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
賞
を
受
賞
。
現
在
、
行
田

市
美
術
家
協
会
の
審
査
員
な
ど
務
め
る
小
山
さ
ん
は
、

行
田
の
写
真
界
を
引
っ
張
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

品
「
残
望
の
風
景
」
は
、
昨
年
１
月
中
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に
雪
が
降
っ

た
翌
日
の
早
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、
雪
化
粧
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。
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が
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。
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。

　
「
写
真
と
は
、
自
分
史
の
よ
う
な
も
の
」。
被
写
体

と
の
一
期
一
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
小

山
さ
ん
は
写
真
で
思
い
を
伝
え
続
け
ま
す
。
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私
の
作
品

行
田
へ
の
思
い
を
込
め
た
作
品
で

「
埼
玉
の
自
然
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

�

最
優
秀
賞
を
受
賞

小
山　

憲
一 

さ
ん
（
64
歳･

埼
玉
）



大
野　

桜さ
く
や弥

ち
ゃ
ん（
桜
町
）

父
・
亨
さ
ん　

母
・
智
子
さ
ん

平
成
23
年
３
月
15
日
生
ま
れ

「
君
の
笑
顔
が
家
族
の
幸
せ
☆
」

関
口　

樹き

い苺
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
淳
さ
ん　

母
・
那
奈
さ
ん

平
成
23
年
３
月
25
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
な
子
に
♡
」

23

　

南
河
原
公

民
館
の
ホ
ー

ル
に
響
き
渡

る
弦
楽
器
の

心
地
よ
い
音

色
。
今
月

は
、
毎
月
第

２
・
４
金
曜

日
の
午
後
１

時
30
分
か
ら

３
時
30
分
ま

で
、
10
人
の

メ
ン
バ
ー
で

大
正
琴
の
合

奏
を
楽
し
ん
で
い
る
「
大
正
琴
さ
く
ら
会
」
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
正
琴
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
が
あ
り

ま
す
が
、
同
ク
ラ
ブ
が
所
属
し
て
い
る
琴き

ん

伝で
ん

流

は
、
大
き
さ
や
弦
の
太
さ
な
ど
が
異
な
る
ソ
プ

ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
、
ベ
ー
ス
の
４
種
類

の
大
正
琴
で
合
奏
を
行
う
の
が
特
徴
で
す
。
四

重
奏
の
迫
力
に
魅
了
さ
れ
た
方
が
、
講
師
を
務

め
る
三
友
菊き

く

鳳ほ
う
先
生
の
下
に
集
ま
り
、
平
成
８

年
に
同
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

合
奏
は
全
員
の
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と

が
大
切
。
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
楽
譜
ど
お

り
に
弾
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ズ
ム
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
息
を
合
わ
せ
て
演
奏
し
て
い

ま
す
。「
皆
が
仲
良
く
、
同
じ
レ
ベ
ル
で
弾
け

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
三
友
さ
ん

は
、
時
に
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
し
ま
す
。

そ
の
熱
意
あ
る
指
導
に
応
え
る
よ
う
に
、
真
剣

な
表
情
で
、
ほ
か
の
パ
ー
ト
の
音
を
聞
き
な
が

ら
演
奏
す
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。「
ソ
プ
ラ

ノ
は
曲
全
体
の
把
握
が
し
や
す
く
、
ア
ル
ト
と

の
主
旋
律
の
掛
け
合
い
が
楽
し
い
」「
テ
ナ
ー

や
ベ
ー
ス
は
主
旋
律
は
な
い
け
れ
ど
、
曲
全
体

の
土
台
と
な
る
た
め
リ
ズ
ム
感
を
要
求
さ
れ
ま

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
に
誇
り
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
き
れ

い
に
重
な
り
合
う
と
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
そ
う
で
す
。

　

春
に
行
わ
れ
る
埼
玉
県
東
部
地
区
大
会
や
、

秋
の
南
河
原
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向

け
て
、
日
々
練
習
に
励
む
同
ク
ラ
ブ
は
、
老
人

ホ
ー
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
合
奏

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
様
子
の
皆
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
息
の
合
っ
た
四
重
奏
の
音
色

で
、
聴
く
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

吉
野
☎
５
５
７―

０
８
１
８

毛
利　

心こ
は
る春

ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父
・
雅
之
さ
ん　

母
・
優
佳
さ
ん

平
成
23
年
３
月
８
日
生
ま
れ

「
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

永
原　

由ゆ
う
な菜

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
俊
昭
さ
ん　

母
・
朋
子
さ
ん

平
成
23
年
３
月
22
日
生
ま
れ

「
優
し
く
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
子
に
♡
」

鈴
木　

咲さ
く
た汰

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
孝
史
さ
ん　

母
・
香
さ
ん

平
成
23
年
３
月
27
日
生
ま
れ

「
陽
大
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

大正琴さくら会
～心を一つに奏でる四重奏～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○3月1日(木)〜30日(金)に電話またはＥ
メールで広報広聴課広報
広聴担当(内線318) ※応
募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、4月4日(水)午
前11時から市役所203会議室で公開抽
選を行います。

平成23年5月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

３
月
25
日
㈰
午
前
10
時 

▼
場
所　

ほ
く
さ
い
農
協
行
田
中
央

支
店　

▼
内
容　

行
田
産
の
新
鮮
な

農
産
物
（
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
、
里
芋
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大

根
、
白
菜
）・
季
節
の
花
・
せ
ん
べ
い
・

「
行
田
在
来
青
大
豆
」
の
加
工
品
・

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
販
売
、
も
ち
つ
き

大
会
、
彩
の
か
が
や
き
（
米
飯
）
の

試
食
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

農
政

課
（
内
線
３
８
６
）

▼
日
時　

４
月
２
日
㈪
午
後
２
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
内
容　

子

育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児

付
き
） 

▼
対
象　

市
内
在
住
で
乳
幼

児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定
員　

30
人 

▼
参
加
費　

１
０
０
円　

▼
主
催 

行
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

同
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

３
月
20
日
㈫
【
受
付
】
午

後
３
時
30
分
～
４
時
【
説
明
開
始
】

午
後
４
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
対
象
・
定
員
・
活
動
日

時　
【
親
子
ク
ラ
ス
】
３
歳
児
と
親
・

30
組
（
水
曜
日
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分
）【
幼
児
ク
ラ
ス
】新
年
中
児
・

20
人
（
水
曜
日
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
）【
１
年
生
ク
ラ
ス
】
新
年

長
児
と
新
小
学
１
年
生
・
若
干
名（
水

曜
日
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分
）

【
Ａ
コ
ー
ス
】
新
小
学
１
・
２
年
生
・

若
干
名
（
火
曜
日
午
後
４
時
30
分
～

５
時
30
分
）【
Ｃ
コ
ー
ス
】
新
小
学

３
年
生
以
上
・
若
干
名
（
火
曜
日
午

後
６
時
30
分
～
７
時
30
分
）【
Ｅ
コ
ー

ス
】
新
年
長
児
・
10
人
（
火
曜
日
午

後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
）【
Ｆ
ク

ラ
ス
】
新
小
学
１
～
６
年
生
で
運
動

の
苦
手
な
児
童
・
20
人
（
水
曜
日
午

後
５
時
30
分
～
６
時
30
分
）【
Ｋ
コ
ー

ス
】
新
小
学
１
～
３
年
生
・
20
人
（
土

曜
日
午
後
２
時
～
３
時
）【
Ｌ
コ
ー

ス
】
新
小
学
４
年
生
以
上
・
若
干
名

（
土
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
） 

▼
費

用　

入
会
金
２
千
円
、
月
会
費

２
千
５
０
０
円　

▼
そ
の
他　

指
導

員
も
募
集
中
（
体
操
経
験
者
、
体
育

系
学
校
を
卒
業
し
た
方
） 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
連
盟
事
務
局
若
林
☎

０
９
０―

３
０
９
１―

１
７
８
１

▼
日
時　

３
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後

３
時
ま
で
） 

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
主

催　

埼
玉
県
北
書
人
連
盟　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
㈶

行
田
市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い

き
い
き
財
団
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

金
子
☎
５
５
６―

７
４
４
８

 

子
育
て
談
話
室

 

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

 

行
田
市
体
操
連
盟

 

会
員
抽
選
会

 

第
48
回
県
北
書
道
展

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 
農 
業 

祭

イ
ベ
ン
ト

▶日　　時　 ４月７日（土）午前10時～午後３時
 ※ 雨天または強風の場合中止（茶会のみコ

ミュニティセンターみずしろで開催）
▶場　　所　水城公園市民広場
▶内　　容　 行田大茶会（先着順・なくなり次第終了）、

フリーマーケット、食品販売※内容が変更
となる場合あり

フリーマーケット出店者
▶募 集 数　16区画（先着順）
▶出 店 料　１区画（３ｍ×３ｍ）2,000円
▶応募方法　 ３月15日（木）（必着）までに往復はがきの

往信面に代表者住所、氏名、職業、電話番号、
出品内容を、返信あて名面に応募者の住所、
氏名を明記し、〒３６１―８６０１ 行田市
本丸２―５ 行田市観光協会

▶そ の 他　 １グループまたは個人１区画のみとし、重
複応募は無効。生物類、飲食物の出品およ
び営利目的の参加は不可。

食品販売出店者
▶募 集 数　９店（先着順）
▶出 店 料　１店（間口４ｍ×奥行き３ｍ）3,000円
▶応募方法　 ３月15日（木）（必着）までに往復はがきの

往信面に代表者住所、氏名、職業、電話番号、
販売品を、返信あて名面に応募者の住所、氏
名を明記し、〒361―8601 行田市本丸
２―５ 行田市観光協会

▶そ の 他　 １店舗１区画とし、重複応募は無効。販売
物は飲食物のみとし、営業許可を受けてい
ること（ただしアルコール類の販売は禁
止）。器具・機材などは出店者が用意。出
店場所は、先着順に同協会事務局で割り振
りを行います。

▶問い合わせ　同協会（商工観光課内・内線382）

水城公園桜ボンボリまつり水城公園桜ボンボリまつり
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▼
日
時　

４
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大

学
体
育
館　

▼
曲
目　
「
お
ぼ
ろ
月

夜
」「
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
」「
闘
牛
士
の

歌
」
な
ど　

▼
出
演　
【
１
部
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
】
田
中
利
幸
さ

ん（
バ
リ
ト
ン
）、小
坂
真
紀
さ
ん（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、田
中
淳
子
さ
ん
（
伴

奏
）【
２
部
軽
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
】

若
山
年
勝
さ
ん
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
）、
も
の
つ
く
り
大
学
軽
音
楽
部 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
も
の

つ
く
り
・
音
友
会
、
も
の
つ
く
り
大

学　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

田
中
☎
５
５
６―

０
５
０
３
ま
た
は

も
の
つ
く
り
大
学
宮
本
☎
５
５
６―

３
８
１
２

▼
日
時　

３
月
25
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

総
合
公
園
野
球
場　

▼
内

容　

行
田
市
野
球
連
盟
総
合
開
会
式

後
に
、
女
子
野
球
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の

尚
美
学
園
大
学
女
子
硬
式
野
球
部
と

平
成
国
際
大
学
女
子
硬
式
野
球
部
に

よ
る
特
別
試
合
を
行
い
ま
す
。 

▼

入
場
無
料　

▼
主
催　

同
連
盟　

▼

問
い
合
わ
せ　

同
連
盟
理
事
長
東

泉
宅
☎
５
５
３―

２
１
１
３
ま
た
は

同
連
盟
事
務
局
☎
５
５
４―

３
０
４
６

▼
日
時　

３
月
17
日
㈯
午
前
11
時
～

正
午
、
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

（
２
回
公
演
）
※
雨
天
中
止　

▼
場

所　

忍
城
址　

▼
出
演　

潮
崎
ひ
ろ

の
さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌
手
） 

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

㈲
ア
ン
ク
ル
・

エ
ム
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ　

▼
協
力 

㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
企
画
☎
５
５
４―

０
７
８
９

わ
ー
く
し
ょ
っ
ぷ

▼
日
時　

３
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30

分　

▼
内
容　

き
れ
い
な
紙
封
筒
か

ら
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
生
き
物
を

作
る　

▼
参
加
費　

５
０
０
円

人
形
劇

▼
日
時　

３
月
28
日
㈬
午
後
２
時 

▼
内
容　

人
形
劇
「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
い
そ
が
し
い
よ
る
」 

▼
参
加
費 

１
千
円

い
ず
れ
も

▼
場
所　

持
田
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼

対
象　

幼
児
～
大
人　

▼
定
員　

80

人
（
要
予
約
） 

▼
主
催　

行
田
お
や

こ
劇
場　

▼
そ
の
他　

両
日
参
加
す

る
場
合
は
１
千
２
０
０
円
（
３
歳
以

上
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０―

３
８
１
６―

５
３
７
４

▼
日
時　

毎
月
第
１･

３
日
曜
日
午

前
９
時
～
11
時
※
第
１
回
は
４
月
８

日
㈰　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ　

▼
内
容　

走
る
・
跳
ぶ
な
ど
の

陸
上
運
動
の
基
本　

▼
対
象　

小
学

生　

▼
定
員　

50
人 

▼
費
用　

入

会
金
１
千
円
、
月
会
費
５
０
０
円 

▼
主
催　

行
田
市
陸
上
競
技
協
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会
奥
泉
宅
☎

５
５
５―

０
８
１
４

▼
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

陸
上
自
衛

隊
の
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
山
下
陸
将
補
の
講
演
、持
田
・

長
野
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
の
演
奏 

▼
定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
） 

▼

入
場
無
料　

▼
主
催　

行
田
市
自
衛

隊
協
力
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協

力
会
事
務
局
（
総
務
課
内
・
内
線

２
１
７
）

▼
日
時　

３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
45
分　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア　

▼
テ
ー
マ　
「
感
動
が

心
の
扉
を
開
く
」 

▼
講
師　

和
田
毅

さ
ん
（
㈳
倫
理
研
究
所
教
育
企
画
部

長
） 

▼
入
場
料　

１
千
円　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
文

部
科
学
省　

▼
問
い
合
わ
せ　

家
庭

倫
理
の
会
行
田
市
竹
内
☎
５
５
４―

３
０
３
４

▼
日
時　

３
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

パ
ス
ト
ラ
ル
か

ぞ
小
ホ
ー
ル
（
加
須
市
上
三
俣

２
２
５
５
） 

▼
内
容　

利
根
保
健
医

療
圏
に
お
け
る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
と
ね
っ
と
」
に

つ
い
て
の
講
演
や
、
住
民
が
安
心
で

き
る
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

▼
主
催 

埼
玉
利
根
保
健
医
療
圏
医
療
連
携

推
進
協
議
会　

▼
共
催　

埼
玉
県 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

加
須

保
健
所
☎
０
４
８
０―

６
１―

１
２
１
６

第
８
回

 

行
田
と
も
の
つ
く
り
大
学
を

 

結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

 

陸
上
教
室

自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
部

 
幕
僚
長
の
防
災
講
演
会

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
東
日
本
大
震
災
復
興

 

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ

ば
ば
ば
あ
ち
ゃ
ん
人
形
劇
と

 

わ
ー
く
し
ょ
っ
ぷ

 

女
子
大
学
野
球

 

第
１
回
尚
平
対
抗
戦

教　
　

室

講
演
会

 

家
庭
倫
理
講
演
会

利
根
保
健
医
療
圏

 

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



催し・募集
　

行
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
投
票
率
の
向
上
と
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
、
選
挙

の
際
に
街
頭
で
啓
発
を
行
っ
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
や
標
語
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
各
種
の
啓

発
活
動
を
行
う
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
本
会
で
は
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼
任
期 

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

（
再
任
の
場
合
あ
り
） 

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

３
月
23
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線

２
１
９
）

幹
部
候
補
生

▼
受
付
期
間　

４
月
27
日
㈮
ま
で 

▼
試
験
日　

５
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

※
13
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
を
対

象
に
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
を
行
う 

▼
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方 

②
大

学
を
卒
業
し
た
22
歳
未
満
の
方
（
見

込
み
を
含
む
）
③
大
学
院
で
学
位
を

受
け
た
28
歳
未
満
の
方
（
取
得
見
込

み
を
含
む
）

予
備
自
衛
官
補

▼
受
付
期
間　

４
月
４
日
㈬
ま
で 

▼
試
験
日　
【
一
般
・
技
能
】
４
月
13

日
㈮
～
16
日
㈪
の
１
日　

▼
応
募
資

格　
【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方
【
技
能
】
18
歳
以
上
で
国
家
資

格
等
を
有
す
る
55
歳
未
満
の
方
（
資

格
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
が
異
な

り
ま
す
） 

▼
そ
の
他　

説
明
会
を
随

時
開
催　

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ

せ　

防
衛
省
熊
谷
地
域
事
務
所

（
〒
３
６
０―

０
０
３
７ 

熊
谷
市
筑

波
３―

90―

１ 

国
際
ビ
ル
２
階) 

☎
５
２
２―

４
８
５
５
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《住民基本台帳人口》
人口85,306人　　男42,523人　　女42,783人　　世帯数32,869世帯
1月中の異動　出生54人　転入等139人　死亡98人　転出等114人

行田市の人口と世帯
（平成24年2月１日現在）

 

自 

衛 

官

 
行
田
市
明
る
い
選
挙

 
推
進
協
議
会
委
員

募　
　

集　ＮＨＫ―ＢＳプレミアム「にっぽん縦断 こころ
旅」で、４月２日（月）から「2012“春の旅”」の放送
が開始される予定です。この番組は、俳優の火野正
平さんが視聴者から寄せられた「こころに残る風景」
を自転車で旅をしながら紹介するもので、千葉県を
スタートし、埼玉県を通過して、ゴールの北海道を目
指します。市民の皆さんから寄せられた「行田のこ
ころに残る風景とエピソード」が番組で紹介される
ことで、行田を全国にＰＲすることができます。
　ぜひ、皆さんの「行田のこころに残る風景とエピ
ソード」をお寄せください。
▶応募方法　 ３月31日（土）までにＮＨＫ番組ホー

ムページ「こころの風景」投稿フォー
ム、郵送、FAXいずれかの方法で応
募してください。郵送・FAXの場合
は住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思
い出の場所、エピソード（様式自由・
便せん２枚程度）を明記し、写真（任
意）を同封してください。【ＮＨＫ番
組ホームページ】http://www.nhk.
or.jp/kokorotabi/【郵送】〒150―
8001 ＮＨＫ放送センター「こころ
旅」係 【ＦＡＸ】03―3465―1327

▶問い合わせ　 ＮＨＫふれあいセンター☎０５７０
―０６６―０６６（ナビダイヤル）※
ナビダイヤルが利用できない場合は
☎０５０―３７８６―５０００

「行田のこころに残る
風景とエピソード」にご協力を！

児童センタークラブ参加者募集
クラブ名 日　　時 内　　容 対　象 定員

① 折紙クラブ 毎月第2土曜日
午前10時～11時30分

季節や行事にちなんだ折
り紙の制作

幼児から
大人 20人

② つくしんぼクラブ
(体操・ゲームなど)

毎月第2火曜日
午前10時～11時30分

体操・ゲームなどを通し
ての親子の触れ合い

未就園幼児
と親 20組

③ おひさまクラブ
(運動・ゲームなど)

毎月第3土曜日
午後１時30分～３時30分

運動・ゲームなどを通じ
た障害児のコミュニケー
ション活動

障害のある
小学生と親 10組

④ 将棋クラブ初級
５月12日～７月14日の
毎週土曜日
午前10時～ 11時30分

将棋の技術習得・向上を
図る 小学生 20人

▶場　　所 ①～③児童センター
 ④コミュニティセンターみずしろ
▶費　　用 ①申し込み時350円（制作代）
 ②～④無料
▶そ の 他 ・ ①に幼児が参加する場合は、保護者の付き添いが必

要です。
 ・②については障害のあるお子さんも参加可能です。
 ・ ③で一緒に活動してくれる小学生やボランティアも

募集しています。
 ・将棋クラブ中級は８月ごろに募集を行う予定です。
▶申し込み ３月26日(月) ～４月13日(金)に直接児童センター
 ※定員を超えた場合は抽選
▶問い合わせ 同センター☎５５４－５７０６



申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）
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国民健康保険税・・・・・・９期	 介護保険料・・・・・・・・９期
後期高齢者医療保険料・・・９期	 　	 	 	 	 納期限　4月2日（月）

今月の納税

▼
日
時　

４
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
６
集
会
室
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
東
高
砂
町
11―

１
）
ま
た
は
丸
広
百
貨
店
川
越
店
８

階
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
（
川
越
市
新

富
町
２―

６―

１
） 

▼
内
容　

不
動

産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
な

ど
の
相
談　

▼
主
催　

㈳
埼
玉
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会　

▼
共
催　

㈳
日

本
不
動
産
鑑
定
協
会　

▼
問
い
合
わ

せ　

㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
４
８―

８
３
８―

０
４
８
３

▼
日
時　

４
月
14
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分

ま
で
） 

▼
場
所　

埼
玉
弁
護
士
会
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
４―

２―

１ 

浦
和
高
砂

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
） 

▼
内
容　

遺

言
、
相
続
に
関
す
る
法
律
相
談　

▼

費
用
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
８―

７
１
０―

５
６
６
６

▼
期
日　

３
月
17
日
㈯
～
20
日
㈫

（
19
日
㈪
は
休
館
日
） 

▼
内
容 

①
古
代
蓮
の
里
売
店
で
１
０
０
円

均
一
の
大
売
り
出
し
を
開
催 

②

古
代
蓮
会
館
有
料
入
館
者
に
ホ
ッ

ト
コ
ー
ヒ
ー
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を

無
料
サ
ー
ビ
ス 

③
古
代
蓮
う
ど

ん
店
で
食
事
を
さ
れ
た
方
に
「
お

茶
」
を
１
本
サ
ー
ビ
ス

▼
日
時　

３
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
11
日
は

午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
創
作
室　

▼
内
容　

絵

画
ク
ラ
ブ
俊
和
会
会
員
の
作
品
の

展
示　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

３
月
18
日
㈰
午
後
１
時

～
３
時
（
材
料
が
無
く
な
り
次
第

終
了
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）
▼
参
加

費　

２
５
０
円（
材
料
費
１
体
分
）

▼
そ
の
他　

別
途
入
館
料
（
大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
）
が

必
要
※
障
害
者
割
引
あ
り　

▼
申

し
込
み　

開
催
時
間
中
随
時
受
け

付
け

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会

�

「
作
品
展
」

干
支
シ
リ
ー
ズ

“
古
代
蓮
の
タ
ツ
さ
ん
”

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

古
代
蓮
の
里

�

「
春
の
感
謝
デ
ー
」

職　　種 勤　務　時　間 募集人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

監視員および
窓口受付

【監視員】
月～金曜日（祝日を除く）の午前９時30分～
午後６時30分のうち、４～８時間程度
※週２～４日程度のローテーション勤務

【窓口受付】
午後５時30分～９時30分
週２～３日程度のローテーション勤務

若干名
※ 18歳以上60歳未満で泳げ

る方（25ｍ程度）
※監視員経験者歓迎
※ 監視員と窓口受付のどちら

もできる方歓迎
※試用期間（２カ月間）あり

800円
※ 試用期間は

760円

履歴書(写真貼付)を持参のうえ、３月25
日（日）までに市民プール窓口。
※選考方法は面接試験
　（3月下旬に実施予定）
市民プール (本丸3－5)
☎５５５－２４５５

市民プール監視スタッフ

�
不
動
産
無
料
相
談
会

�

遺
言
の
日
記
念

�

相
続
問
題
相
談
会

相 

談 

会
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戦
後
の
地
方
制
度
改
革
の
中
で
、
市
制
施
行
は

都
道
府
県
が
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
要
件

も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
忍
町
は
市
制
施
行
が
戦
前

か
ら
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
本
格
的

に
そ
の
準
備
を
始
め
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
３

月
に
「
行
田
市
設
置
上
申
書
」
を
県
に
提
出
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
、
忍
町

を
忍
市
と
し
た
う
え
で
、
名
称
を
変
更
し
て
行
田

市
と
し
、
新
市
名
の
理
由
を
「
足
袋
の
行
田
の
名

は
、
全
国
的
に
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
か
ら
も
っ

と
も
適
切
有
意
義
な
名
称
と
し
て
こ
れ
を
踏
襲
し
、

行
田
市
と
す
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
町
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
足
袋
産
業
が
市
名

の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
同
年
５
月

３
日
、
市
制
が
施
行
さ
れ
、

行
田
市
は
県
内
６
番
目
の

市
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）

に
町
村
合
併
促
進
法
が
施

行
さ
れ
る
と
、
行
田
市
も

周
辺
の
村
と
の
合
併
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

ど
の
町
村
と
合
併
す
る
か

を
協
議
し
た
結
果
、
当
初

は
隣
接
す
る
北
埼
玉
郡
内

の
荒
木
村
な
ど
９
村
と
北

足
立
郡
の
吹
上
町
と
小
谷

村
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
県
の
示
し
た
試
案
に
は
北
足
立
郡
は
含

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
面
は
北
埼
玉
郡
内
の

９
村
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
３
月
31
日
、
県
内
の

合
併
第
一
号
と
し
て
荒
木
村
・
須
加
村
・
北
河
原

村
と
の
合
併
が
行
わ
れ
、
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）

3
月
ま
で
に
埼
玉
村
・
星
宮
村
・
太
井
村
・
下
忍

村
・
太
田
村
と
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
星
宮
村
・
太
井
村
・
下
忍
村
は
一
村
全
部
で

は
な
く
、
分
村
さ
れ
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、
市
の
経
済
を
支
え
て

い
た
足
袋
産
業
が
衣
服
の
洋
装
化
に
伴
う
需
要
の

減
退
に
よ
り
、
慢
性
的
な
不
況
に
陥
り
ま
し
た
。

国
と
県
が
実
施
し
た
産
地
診
断
で

は
、
足
袋
産
業
か
ら
合
成
繊
維
を

用
い
た
被
服
産
業
へ
の
転
換
な
ど

が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、

時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入

り
、
市
で
も
工
業
団
地
の
造
成
や
、

国
鉄
行
田
駅
の
誘
致
、
行
田
市
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
、
新
市
街

地
の
開
発
な
ど
大
規
模
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

文
化
会
館
や
図
書
館
、
市
役
所
な

ど
の
公
共
施
設
の
建
設
も
進
み
、

現
在
あ
る
市
の
姿
の
基
礎
が
出
来

上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
※
行
田
の
歴
史
再
発
見
は
今
回

で
終
了
で
す
。）

�

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）
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行
田
市
の
誕
生
と
発
展

　２月４日、行田八幡神社で節分祭が行われました。
　東日本大震災からの復興を願う気持ちが高まったことから、福を招き邪気を払うこ
の行事が15年ぶりに復活。福を求め、子どもからお年寄りまで、多くの方が境内に足
を運びました。「鬼は外。福は内」と威勢のいい掛け声のもと、年男・年女の方は、福
豆をまいて多くの参加者に幸せを届けているようでした。

造営中の富士見工業団地（昭和41年）

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　利
と

根
ね

川
がわ

の岸
きし

辺
べ

沿
ぞ

いにサイクリングロードがあるんだ！その名
な

も「利
と

根
ね

サイクリングコース」。
　須

す

加
か

の「行
ぎょうだ

田サイクリングセンター」で自
じ

転
てん

車
しゃ

を無
むりょう

料で貸
か

し出
だ

し
ているから、気

き

軽
がる

にサイクリングを楽
たの

しめるよ。春
はる

になると、菜
な

の
花
はな

が利
と

根
ね

川
がわ

の河
か

川
せん

敷
じき

に咲
さ

いて、とてもきれいだから遊
あそ

びにきてくだ
さいね。
　皆

みな

さんにとっておきの情
じょうほう

報をお知
し

らせするよ。利
と

根
ね

川
がわ

や江
え

戸
ど

川
がわ

沿
ぞ

いなどのサイクリングロードを利
り

用
よう

すると、自
じ

転
てん

車
しゃ

で東
とうきょう

京ディズニー
リゾートまで行

い

けるんだって。自
じ

信
しん

のある人
ひと

はチャレンジしてみて
ね。でも、フラべぇは無

む

理
り

をしちゃだめだよ。

利
と

根
ね

サイクリングコース


